
722 夏型気圧配置時の中部日本における地上風系の特徴

　21・24・3・6時は，多くの地点の風が1m／s以下と

なり，主に日本海沿岸で海上へと向かう気流が出現す

る．特に3・6時はNc型のように太平洋岸にも海上へ

と向かう気流が多くの地点で見られる．しかし，気圧傾

度が南に向き，かつ大きい場合は，Na型のように太平

洋側の海岸地帯や平野部が，海からの風に覆われる．9

時は沿岸部で海からの風により覆われる地域が多い．し

かし，その風向は気圧傾度の方位によって大きく左右さ

れ，気圧が西に向かって高い場合は西寄りの成分が強く

なる．逆に，東に向かって高い場合は，東寄りの成分が

強くなる．12・15時は，D1～D5型の合成図に見られ

るような，山岳域の中心部へと収束する大規模な気流が

出現する．この気流は気圧傾度によって変化し，例え

ば，気圧傾度が大きい場合はD4型のように海風が顕著

に現われない．また，南に向かって気圧が高く，かつ傾

度が比較的大きいような場合は，D2型のように太平洋

側の風速が大きくなり，鹿島灘付近の海風は出現せず，

南からの気流によって覆われる．

　以上のように，盛夏期の夏型気圧配置時の中部日本に

おける風系の，詳細な特徴が明らかになった．本研究で

得られた結果はメソ・スケールの風系と総観規模の気圧

傾度との係わり合いを理解するため有効な知識を与える

ものである．今後は，風系と他の気象要素との関係や，

三次元的な風系の構造が明らかにされることが期待され

る．
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